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答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
沢
田
広
君
提
出
浦
和
市
に
お
け
る
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
社
所
有
地
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
四
第
一
〇
号 

平
成
元
年
二
月
二
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
原 

 

健 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

竹 

下 
 

登 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
沢
田
広
君
提
出
浦
和
市
に
お
け
る
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス
モ
ス
社
所
有
地
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

箇
所
、
理
由
、
現
状
、
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
て
い
な
い
。
免
除
税
額
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二 

年
度
分
の
実
績
で
全
国
で
約
千
五
百
億
円
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

市
町
村
長
は
、
個
々
の
納
税
義
務
の
免
除
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
表
す
る
義
務
は
な
く
、
地
方
税
法
（
昭
和 

二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
二
条
に
お
い
て
は
、
地
方
税
に
関
す
る
調
査
に
従
事
し
て
い
る
者 

は
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
、
懲
役
又
は
罰
金
に
処
す
る
旨
が
規
定
さ
れ 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

特
別
土
地
保
有
税
は
、
投
機
的
な
土
地
取
引
の
抑
制
と
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ 

て
い
る
税
で
あ
り
、
固
定
資
産
税
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
っ
て
、
固
定
資
産
税
は
、
特
別
土
地
保
有
税
の
免
除 

の
有
無
と
か
か
わ
り
な
く
課
税
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義
務
の
免
除
制
度
は
、
特
別
土
地
保
有
税
が
投
機
的
な
土
地
取
引
の
抑
制 

と
併
せ
て
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
市
町
村
の
税
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が 

 

み
、
市
町
村
長
が
社
会
通
念
上
相
当
程
度
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地 

に
係
る
特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で 

あ
る
。 

特
別
土
地
保
有
税
に
よ
っ
て
未
利
用
地
の
取
得
及
び
保
有
に
重
課
す
る
こ
と
に
よ
り
、
投
機
的
な
土
地
取
引 

四 

 



五
に
つ
い
て 

の
抑
制
に
加
え
て
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
際
に
、
恒
久
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
建
物 

等
の
用
に
供
す
る
土
地
と
し
て
、
社
会
通
念
上
相
当
程
度
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
土
地
に
つ 

い
て
は
、
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
に
至
り
、
納
税
義
務
の
免
除
制
度
が
創
設
さ
れ 

た
も
の
で
あ
る
。 

特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義
務
の
免
除
制
度
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る
土
地
は
、
①
恒
久
的
な
利
用
に
供
さ
れ 

る
建
物
若
し
く
は
構
築
物
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
土
地
又
は
②
建
物
、
構
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
及
び
こ
れ
ら 

と
一
体
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
恒
久
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
施
設
の
用
に
供
す 

る
土
地
で
、
当
該
土
地
を
含
む
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
計
画
的
な
土
地
利
用
に
適
合
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
に 

つ
い
て
市
町
村
長
が
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
場
合
、
「
恒
久
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
建
物
若
し
く
は
構
築
物
」
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
①
そ
の
構
造 

五 

 



六
に
つ
い
て 

及
び
工
法
か
ら
み
て
仮
設
の
も
の
で
な
く
、
②
相
当
の
期
間
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

「
恒
久
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
施
設
」
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
①
そ
の
整
備
状
況
が
通
常
必
要
と
さ
れ
る
水
準
に

達
し
て
お
り
、
②
相
当
の
期
間
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
、
③
そ
の
効
用
を
維
持
す
る
た
め
通
常 

必
要
と
さ
れ
る
管
理
が
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
当
該
土
地
を
含
む
周
辺
の 

地
域
に
お
け
る
計
画
的
な
土
地
利
用
に
適
合
す
る
土
地
」
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
に
係
る
国
土
利 

用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
く
土
地
利
用
基
本
計
画
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
に
基
づ
く
都
市
計
画
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
当
該
土
地
の
利
用
が
、
当
該
地
域
に
お
け
る 

計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
寄
与
す
る
か
、
又
は
特
段
の
支
障
を
生
じ
な
い
と 

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

市
町
村
長
が
特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
義
務
の
免
除
の
認
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
の
中
立
、 

六 

 



八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

公
正
を
担
保
し
、
か
つ
、
そ
の
慎
重
な
取
扱
い
を
期
す
る
観
点
か
ら
、
土
地
利
用
、
都
市
計
画
又
は
土
地
に
関 

す
る
税
制
に
つ
い
て
学
識
経
験
の
あ
る
者
等
に
よ
っ
て
構
成
す
る
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
特
別
土
地
保
有
税 

審
議
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
方
交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
土
地
保
有
税
に
係
る
地
方
税
法
第
六
百
三 

条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
っ
て
前
年
度
中
に
徴
収
猶
予
し
た
税
額
を
当
該
年
度
の
基
準
税
額
か
ら
控
除
し
て 

算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
条
第
一
項
の
納
税
義
務
の
免
除
に
係
る
特
別
土
地
保
有
税
の
減 

少
分
は
、
基
準
財
政
収
入
額
に
は
算
入
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。 

な
お
、
納
税
義
務
の
免
除
の
運
用
に
当
た
っ
て
市
町
村
間
の
不
均
衡
を
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
自
治
省 

に
お
い
て
、
通
達
等
に
よ
り
、
一
般
的
に
指
導
、
助
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

七 

 



 

八 

御
指
摘
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
か
ら
、
国
土
利
用
計
画
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
に 

は
至
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
一
昨
年
七
月
、
土
地
取
引
に
係
る
即
決
和
解
、
民
事
調
停
等
の
事
案
の
処
理
に
必
要
と
な 

る
情
報
を
裁
判
所
に
対
し
て
提
供
す
る
な
ど
の
態
勢
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
態
勢
を
通
じ
、 

適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

九
に
つ
い
て 

武
蔵
浦
和
駅
の
駅
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
有
鉄
道
に
お
い
て
、
同
駅
施
設
に
係
る
利
用
者
の
利
便 

の
確
保
及
び
工
事
費
の
節
減
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
決
定
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。 




